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聖霊降臨節第 12 主日             No. 32 

 

主日礼拝    

 

前奏 「世界中の父や母を(546番)」 

(R.ボーンウィリアムス) 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「主を尋ね求めよ、見いだしうるときに。 

呼び求めよ、近くにいますうちに。 

神に逆らう者はその道を離れ 

悪を行う者はそのたくらみを捨てよ。 

主に立ち帰るならば、主は憐れんでくださる。 

わたしたちの神に立ち帰るならば 

豊かに赦してくださる。」  (イザヤ書 55:6、7) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 

 
 

リタニー 『1981 年ヨハネ・パウロ二世 

広島「平和アピール」より』 
 

司式者：わたしたちは自然と人間、真理の創り主であ

る神に祈ります。  

会 衆：神よ、わたしたちの声を聞いてください。 

司式者：それは、個人の間、または国家の間でなされ

た、すべての戦争と暴力の犠牲者たちの声だ

からです。      

会 衆：神よ、わたしたちの声を聞いてください。  

司式者：それは人々が武器と戦争に信頼をおくとき、

一番に犠牲者として苦しみ、また苦しむであ

ろうすべての子どもたちの声だからです。 

会 衆：神よ、わたしたちの声を聞いてください。 

司式者：わたしたちは、主がすべての人間の心の中

に、平和の知恵と正義の力と喜びを注いでく

ださるよう、祈ります。 

会 衆：神よ、わたしたちの声を聞いてください。 

司式者：わたしたちはすべての国、またすべての時代

において戦争を望まず、常に喜んで平和の道

を歩む無数の人々にかわって、話しているか

らです。 

会 衆：神よ、わたしたちの声を聞いてください。 

司式者：わたしたちがいつも憎しみには愛、不正には

正義への全き献身、貧困には自分を分かち合

い、戦争には平和をもってこたえることがで

きるよう、英知と勇気をお与えください。 

 会 衆：神よ、わたしたちの声を聞いてください。 

そして、この世にあなたの終わりなき平和を

お与えください。 
 

賛美 14「たたえよ、王なるわれらの神を」 
 

 
 

 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

聖書 エフェソの信徒への手紙 5:21～6:4 
            新約(新共同訳)P358～359 

 

 

 21 キリストに対する畏れをもって、互いに仕え合いなさ

い。22 妻たちよ、主に仕えるように、自分の夫に仕えな

さい。23 キリストが教会の頭であり、自らその体の救い

主であるように、夫は妻の頭だからです。24 また、教会

がキリストに仕えるように、妻もすべての面で夫に仕え

るべきです。25 夫たちよ、キリストが教会を愛し、教会

のために御自分をお与えになったように、妻を愛しなさ

い。26 キリストがそうなさったのは、言葉を伴う水の洗

いによって、教会を清めて聖なるものとし、27 しみやし

わやそのたぐいのものは何一つない、聖なる、汚れのな

い、栄光に輝く教会を御自分の前に立たせるためでし

た。28 そのように夫も、自分の体のように妻を愛さなく

てはなりません。妻を愛する人は、自分自身を愛してい

るのです。29 わが身を憎んだ者は一人もおらず、かえっ

て、キリストが教会になさったように、わが身を養い、

いたわるものです。30 わたしたちは、キリストの体の一

部なのです。31「それゆえ、人は父と母を離れてその妻

と結ばれ、二人は一体となる。」32 この神秘は偉大で

す。わたしは、キリストと教会について述べているので

す。33 いずれにせよ、あなたがたも、それぞれ、妻を自

分のように愛しなさい。妻は夫を敬いなさい。6: 1 子供

たち、主に結ばれている者として両親に従いなさい。そ

れは正しいことです。2「父と母を敬いなさい。」これは

約束を伴う最初の掟です。3「そうすれば、あなたは幸福

になり、地上で長く生きることができる」という約束で

す。4 父親たち、子供を怒らせてはなりません。主がしつ

け諭されるように、育てなさい。 

 

 
 
 
 
 
 
 

賛美 470「やさしい目が」 

 

 

説教  「神に愛されている家族」 
 

賛美 544「イェスさまが教会を」 

 

 
派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

祝祷 

 

アーメン 

 



 

後奏  「たたえよ、王なるわれらの神を(14 番)」 

(D.フースタッド) 

 
 

司 式 要田 悟史 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 


